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 カウンセリングしているとき、私が相対して

いるのは「一人」ではない。人の中には「５つ

の自分」がいる。意識化にある「思考」と「感

情」、無意識下にある「存在不安」、「衝動」、

「健全なる魂」、これに、次の２つを加えると

「７ つ の 自 分」だ。「思 考」と「感 情」を コ ン ト

ロールする「意識している自分」、「衝動」は、

大きく分ければ、「親に愛されたいインナー

チャイルド」と「親を憎むインナーチャイルド」

の２つ（愛と増は裏表ですが…）。 
 

 気持ちのままに行動できるようになることを

自律と言うが、そのためには少なくとも「心の

コップ」に溜まっているインナーチャイルド（衝

動）を出してあげなければならない （「心の

コップのメカニズム」＜前号を参照＞で見たと

おり、出さなければ色々と苦しみますので）。 
 

 しかし、自分の中にインナーチャイルドを抑

え込もうとする抵抗勢力が常駐している。そ

れが、インナーペアレンツ（ストッパーとドライ

バー）だ。このストッパーとドライバーは大脳

に刷り込まれているから、自分が気持ちで動

こうとすると、グルグルと「思考」が回り始めて

その行動を阻止しようとする。それに加えて、

「親に愛されたいインナーチャイルド」がその

「思考」を援護して挟み撃ちにするので、その

他諸々のインナーチャイルドはなかなか出てこ

られない。出てこなければ、「心のコップのメカニ

ズム」で見たとおりの苦しみが続くことになるわ

けだ。（「インナーペアレンツｖｓインナーチャイル

ド」と書いたけれど、インナーチャイルド内で敵

味方に分かれるので、そう単純ではありません） 
 

 では、人は苦しみ続けて生きているかというと

そうではない人もいるように思える。ならばどう

やってその苦しみを回避しているのか？ 
 

 実は、学校や職場で他人に吐き出したり（教育

や躾けの名を借りたり、いじめやパワハラな

ど）、家庭で家族に吐き出したりしている（虐待

やモラハラ、ＤＶなど）。最終的にしわ寄せが行く

のが、子供なのである。 
 

 怒り、妬み、恨み、哀しみ、寂しさなどの感情

（インナーチャイルド）をわが子が背負ってくれて

いるからこそ、生きてこられたのだ。こうして自分

の内面と向き合わず、子供におんぶして生きて

いる間に、いつの間にか親に「同化」していくこと

もある（こうして連鎖は続いていく）。どのような

人も、連鎖を抱えて生きている。人がそういう自

分の姿に気づくチャンスが来るのは、子供が苦

しんでいる姿を見たときだ。子供の苦しむ姿は、

自分のインナーチャイルドが苦しんでいる姿だ。 

 自分が自分（のインナーチャイルド）を救う

決意をしたとき、自分を背負っていたわが子

も解放されていく。しかし、そこまで行くことが

なかなかに大変だ。 
 

 何しろ、７つの自分－「意識している自分」

「思考」「感情」「親に愛されたいインナーチャ

イルド」「親を憎むインナーチャイルド」「存在

不安」「健全なる魂」の内、「思考」「親に愛さ

れたいインナーチャイルド」「存在不安」の３

つはインナーペアレンツの味方をして「意識

している自分」を支配しており、支配され続け

てきた結果、自分と自分の「感情」との信頼

は切れているから、「親を憎むインナーチャ

イルド」（憎むに代表させていますが諸々の

感情です）は押し込められてしまう。 
 

 だから、インナーペアレンツをどう打ち負か

すかが一つの大きな課題なのである。最後

の敵は自分なのだ。      (中尾 英司） 
 

※本掲載記事は中尾先生のブログでもご覧いただ

けます。 
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